
  
 

  
 

-臨床研究に関する情報および臨床研究に対するご協力のお願い- 
 

国立国際医療研究センター病院では、本センターで保管している病理検体と診療情報等を使っ
て、下記の研究を実施しています。 

この研究の詳細についてお知りになりたい方は、下欄の問合せ担当者まで直接お問い合わせください。なお、
この研究の研究対象者に該当すると思われる方の中で、ご自身の病理検体・診療情報等を「この研究に利用・提
供して欲しくない」と思われた場合にも、下欄の問合せ担当者までお申し出ください。研究対象者が未成年の場
合は保護者の方からの申し出も受け付けますので、お申し出ください。その場合でも不利益が生じることはあり
ません。 

[研究課題名]  腹膜悪性疾患の免疫組織学的検討 

[研究対象者]  

2010年3月～2020年12月までの期間に、当院で完全減量切除を施行された腹膜悪性疾患(大腸癌腹膜播種、腹
膜偽粘液腫)の方。 

[利用する検体・診療情報等の項目と取得方法] 
上記の対象期間中に手術を受けられた方の診療録に記録された診療情報（人口統計学情報、病歴、身体所

見、血液データ、画像所見、手術記録、病理検査結果など）および手術後の病理検体を、研究に使用させて
頂きます。使用に際しては、政府が定めた倫理指針に則って個人情報を厳重に保護し、研究結果の発表に際
しても、個人が特定されない形で行います。 

[利用の目的] （遺伝子解析研究：有 ○無 ） 

 当院では大腸癌の腹膜転移と腹膜偽粘液腫(虫垂粘液産生腫瘍や卵巣粘液産生腫瘍の腹膜転移)の患者さんを
対象に、完全減量手術(＋術中温熱化学療法)をおこなっています。近年の研究で、原発巣と腹膜転移病変では
分子生物学的特徴が異なる可能性が高いと考えられていますが、その違いを明らかにすることで腹膜転移を
ターゲットとしたより効果的な治療法・治療薬の開発につながることが期待されます。 

本研究の目的は、原発巣との比較を通じて腹膜転移病変特有の分子生物学的な特徴を明らかにすることで
す。当院で2010年3月～2020年12月までの間に手術を受けられた患者さんの病理検体と診療情報を用います
ので、今後研究のために新たに患者さんから検体を採取したり、投薬をしたりすることはありません。 

[研究実施期間]  研究実施承認日から西暦2027年3月31日までの間（予定） 
-------------------------------------------------------------------------------------------------- 
[この研究での検体・診療情報等の取扱い] 
本センター倫理審査委員会の承認を受けた研究計画書に従い、利用・提供する検体や診療情報等から氏名、生年
月日等の情報を削除し、個人が特定されることがないように加工をしたうえで取り扱います。 

[機関長、研究責任者、および、研究内容の問合せ担当者] 
機関長：国立国際医療研究センター 理事長 國土 典宏 
研究責任者：国立国際医療研究センター 外科 医長 稲垣 冬樹  



  
 

  
 

研究内容の問合せ担当者：国立国際医療研究センター 外科 稲垣 冬樹 
電話：03-3202-7181（代表）（応対可能時間：平日9 時～16 時） 
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